
流 下 能 力 流 量 Q = 4 5 5 . 2 0 0 m 3 / s  ＞ 　 計 画流 量 Q = 4 5 0 m 3 / s
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H . W . L  ( 1 / 6 0 ) Q = 4 5 5 . 2 0 0 m 3
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側  面  図
S = 1 : 2 0 0

平  面  図
S = 1 : 2 0 0

N O . 4 + 4 . 3 1

N O . 4 + 6 . 9 1

N O . 4 + 9 . 5 1

t = 3 5 0

t = 3 5 0

橋 長

桁 長

支 間 長

道 路 規 格

活 荷 重

上 部 工

橋 台

基 礎 工

有 効 幅 員

A 1 橋 台

A 2 橋 台

平 面 線 形

横 断 勾 配

縦 断 勾 配

鋼 材

床 版

レ ベ ル 1

レ ベ ル 2

地 盤 種 別

支 持 層

k h 1 = 0 . 2 0
設 計 震 度

S D 3 4 5

鉄 筋

コ ン ク リ ー ト

鉄 筋

σ c k = 2 4 N / m m 2

R = ∞

i = 1 . 5 0 0 ％ , 直 線 山 形 勾 配

設  計  条  件

S S 4 0 0 , S M A 4 0 0 W , S M A 4 9 0 W , S 1 0 T W ( M 2 2 )

直 接 基 礎

W = 4 . 0 0 0 m

θ = 9 0 ° 0 0 ′ 0 0 ″

θ = 9 0 ° 0 0 ′ 0 0 ″

橋 梁 形 式 下 部 工

斜 角

逆 T 式 橋 台

L = 4 0 . 0 0 0 m

L = 3 9 . 9 0 0 m

L = 3 9 . 0 0 0 m

第 3 種 第 5 級 相 当

T L - 1 4

鋼 単 純 R C 床 版 合 成 鈑 桁 橋

「 道 路 橋 示 方 書  同 解 説 Ⅰ , Ⅲ , Ⅳ , Ⅴ 」 日 本 道 路 協 会  平 成 2 9 年 1 1 月

「 土 木 工 事 設 計 マ ニ ュ ア ル  道 路 編 Ⅱ ( 橋 梁 ) 」  令 和 6 年  山 梨 県 県 土 整 備 部
適 用 基 準

Ⅰ 種 地 盤

使 用 材 料

下 部 工

上 部 工

D g 層 　 玉 石 混 じ り 砂 礫

t = 2 4 0 　 σ c k = 3 0 N / m m 2

S D 3 4 5

河川 定規断面
S = 1 : 4 0 0
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塩 川 （ 比 志 北 橋 ）
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F H =

G H = 7 6 3 . 9 6

N O . 4 + 6 . 9 1

端 支 点 上 横 桁

上部工 断面図
S = 1 : 6 0

中 間 対 傾 構

下部工 正面図
S = 1 : 6 0

A 1 橋 台 A 2 橋 台

7 7 1 . 1 0 0

後打ちコンクリート

t = 1 4 0 m m

7 6 5 . 1 0 0

7 7 1 . 3 3 2

7 7 1 . 0 7 0 7 7 1 . 0 7 0

 1 . 5 0 0 %  1 . 5 0 0 %

7 6 6 . 1 0 0

 2 . 0 0 %  2 . 0 0 %

7 6 8 . 6 1 0

7 7 1 . 7 0 0

後打ちコンクリート

t = 1 4 0 m m

7 6 5 . 7 0 0
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( 鋼単純 R C 床版合成鈑桁橋 )
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橋 梁 全 体 一 般 図

図 　 示

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業

橋 梁全体 一般図

橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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：　河川区 域 ( 告示 )

凡 　 例

：　 河川 敷地 境界

A 2 橋台施工

平 面 図 S = 1 : 2 0 0

側 面 図 S = 1 : 2 0 0

既設護岸ブロック撤去

施工ステップ図  ( その 3 ) R . 8 年度

施 工 フ ロ ー

S T E P . 1

右 岸 道 路 施 工

( E C . 2 ～ E P )

S T E P . 2

左 岸 道 路 施 工

( N o . 1 + 1 0 付 近 ～ N o . 3 + 1 5 . 0

擦 付 道 路 、 仮 設 道 路 )

S T E P . 3

A 2 橋 台 施 工

R . 6 年 度

R . 7 年 度

S T E P . 4

右 岸 護 岸 復 旧 ・ 右 岸 道 路 施 工

( N O . 6 + 5 . 0 ～ E C . 2 ・ 擦 付 仮 設 道 路 )

S T E P . 5

河 床 整 正 ・ 仮 締 切 工

A 1 橋 台 施 工

S T E P . 6

仮 締 切 工 ・ 左 岸 護 岸 復 旧

S T E P . 7

擦 付 道 路 拡 幅 ・ 河 床 整 正

工 事 用 進 入 路 ・ 仮 締 切 工 設 置
R . 9 年 度

S T E P . 8

上 部 工 架 設 ・ 仮 締 切 撤 去

S T E P . 9

工 事 用 坂 路 ・ 進 入 路

仮 締 切 工 設 置

S T E P . 1 0

地 覆 部 ・ 床 版 部 撤 去

S T E P . 1 1

対 傾 構 ・ 主 桁 撤 去

S T E P . 1 2

P 1 橋 脚 撤 去 ・ 仮 締 切 撤 去

擦 付 道 路 拡 幅 部 撤 去 ・ 擦 付 道 路 設 置

R . 1 0 年 度

S T E P . 1 3

橋 台 撤 去

S T E P . 1 4

護 岸 復 旧

R . 1 1 年 度

R . 8 年 度

R . 8 年 度

( 1 期の 1 )

0.28m3バックホウ

4tダンプ

橋 台 工 　 施 工 日 数 : 約 9 2 日 ( 不 稼 働 係 数 : 1 . 8 3 )

護 岸 撤 去 施 工 日 数 : 約 1 1 日 ( 不 稼 働 係 数 : 1 . 8 3 )

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業

施 工 ス テ ッ プ 図 ( そ の 3 )

図 　 示

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

1 ) 大 雨 等 河 川 増 水 時 に は 、 資 機 材 を 適 宜 移 動 さ せ 、

  水 害 を 受 け な い よ う 留 意 す る こ と 。

注 記 )

( 1 期 の 1 )

( 1 期 の 2 )

( 計 画 )

( 計 画 )

( 4 期 )

( 3 期 )

( 2 期 )

橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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58
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：　河川区 域 ( 告示 )

凡 　 例

：　 河川 敷地 境界

右岸護岸復旧・右 岸道路施工

平 面 図 S = 1 : 2 0 0

側 面 図 S = 1 : 2 0 0

ブロック張護岸復旧

右岸道路施工

施工ステップ図  ( その 4 )

( N O . 6 + 5 . 0 ～ E C . 2 ・擦付仮設道路 )

R . 8 年度

施 工 フ ロ ー

S T E P . 1

右 岸 道 路 施 工

( E C . 2 ～ E P )

S T E P . 2

左 岸 道 路 施 工

( N o . 1 + 1 0 付 近 ～ N o . 3 + 1 5 . 0

擦 付 道 路 、 仮 設 道 路 )

S T E P . 3

A 2 橋 台 施 工

R . 6 年 度

R . 7 年 度

S T E P . 4

右 岸 護 岸 復 旧 ・ 右 岸 道 路 施 工

( N O . 6 + 5 . 0 ～ E C . 2 ・ 擦 付 仮 設 道 路 )

S T E P . 5

河 床 整 正 ・ 仮 締 切 工

A 1 橋 台 施 工

S T E P . 6

仮 締 切 工 ・ 左 岸 護 岸 復 旧

S T E P . 7

擦 付 道 路 拡 幅 ・ 河 床 整 正

工 事 用 進 入 路 ・ 仮 締 切 工 設 置
R . 9 年 度

S T E P . 8

上 部 工 架 設 ・ 仮 締 切 撤 去

S T E P . 9

工 事 用 坂 路 ・ 進 入 路

仮 締 切 工 設 置

S T E P . 1 0

地 覆 部 ・ 床 版 部 撤 去

S T E P . 1 1

対 傾 構 ・ 主 桁 撤 去

S T E P . 1 2

P 1 橋 脚 撤 去 ・ 仮 締 切 撤 去

擦 付 道 路 拡 幅 部 撤 去 ・ 擦 付 道 路 設 置

R . 1 0 年 度

S T E P . 1 3

橋 台 撤 去

S T E P . 1 4

護 岸 復 旧

R . 1 1 年 度

R . 8 年 度

R . 8 年 度

コンクリート

ブロック張護岸復旧
コンクリート

0.28m3バックホウ

4tダンプ

護 岸 復 旧 施 工 日 数 : 約 4 日 ( 不 稼 働 係 数 : 1 . 8 3 )

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業

施 工 ス テ ッ プ 図 ( そ の 4 )

1 : 2 0 0

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

1 ) 大 雨 等 河 川 増 水 時 に は 、 資 機 材 を 適 宜 移 動 さ せ 、

  水 害 を 受 け な い よ う 留 意 す る こ と 。

注 記 )

( 1 期の 1 )

( 1 期 の 1 )

( 1 期 の 2 )

( 計 画 )

( 計 画 )

( 4 期 )

( 3 期 )

( 2 期 )

橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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代表

底版
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代表

底版

Ｘ座標 Ｙ座標

1

5

6

7
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3
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-16847.0362 -769.5230

-16848.2417 -770.3099
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-16850.4582 -766.1989

-16845.3876 -765.0462

-16848.9064 -773.0248

-16843.8358 -771.8720

-16838.1687 -808.5278

-16839.5960 -808.3395

-16836.9631 -807.7409

-16841.2582 -806.6663

-16836.1876 -805.5136

-16840.0390 -812.0295

-16834.9683 -810.8767

下 部 工 座 標 図

1 : 5 0 0

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）



Ａ２橋台構造図(その１) S=1:50
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図 　 示

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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Ａ２橋台構造図(その２) S=1:50
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注）    　部は上部工施工部を示す。

    　    部は伸縮装置後打ち部を示す。
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A 2 橋 台 構 造 図 ( そ の 2 )

図 　 示

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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Ａ２橋台配筋図(その１) S=1:50
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注　：※は機械式鉄筋定着工法を表すものであり、

      下記の基準等を満足すること。

　　　　（1）道路橋示方書・同解説（H29.11 日本道路協会）

　　　　（2）機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　　　　（H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

　　　　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　　　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

　　　　破壊後の挙動を含めた検証を要する塑性ヒンジ区間は

　　　従来の半円形フックを適用しているが、基準を満たす

　　　工法を採用する場合には協議により変更してよい。

位 置 図

3

3

2

2

5 5

4 4

定着体

スターラップ D13

配力筋 D16 配力筋 D16
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かぶせ筋 D13

背面側前面側

パラペットかぶり詳細図 S=1:20

アンカー筋 D16

注）　スターラップ は、常に半円形フックを背面側に配置する。

A 2 橋 台 配 筋 図 ( そ の 1 )

図 　 示

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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注　：※は機械式鉄筋定着工法を表すものであり、

      下記の基準等を満足すること。

　　　　（1）道路橋示方書・同解説（H29.11 日本道路協会）

　　　　（2）機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　　　　（H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

　　　　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　　　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

　　　　破壊後の挙動を含めた検証を要する塑性ヒンジ区間は

　　　従来の半円形フックを適用しているが、基準を満たす

　　　工法を採用する場合には協議により変更してよい。

位 置 図

2

2

1

1

3 4

5 5

34

1 - 1

2 - 2

5 - 5

4 - 4

3 - 3
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配力筋 D13
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竪壁かぶり詳細図 S=1:20

注）　スターラップ は、半円形フックと定着体を交互配置する。

A 2 橋 台 配 筋 図 ( そ の 2 )

図 　 示

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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Ａ２橋台配筋図(その３) S=1:50

注　：※は機械式鉄筋定着工法を表すものであり、

      下記の基準等を満足すること。

　　　　（1）道路橋示方書・同解説（H29.11 日本道路協会）

　　　　（2）機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　　　　（H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

　　　　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　　　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

　　　　破壊後の挙動を含めた検証を要する塑性ヒンジ区間は

　　　従来の半円形フックを適用しているが、基準を満たす

　　　工法を採用する場合には協議により変更してよい。
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事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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Ａ２橋台配筋図(その４) S=1:50

注　：※は機械式鉄筋定着工法を表すものであり、

      下記の基準等を満足すること。

　　　　（1）道路橋示方書・同解説（H29.11 日本道路協会）

　　　　（2）機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　　　　　（H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会）

　　　　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　　　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

　　　　破壊後の挙動を含めた検証を要する塑性ヒンジ区間は

　　　従来の半円形フックを適用しているが、基準を満たす

　　　工法を採用する場合には協議により変更してよい。
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フーチングかぶり詳細図 S=1:20

後フーチング前フーチング

注）　スターラップ は、上面側に半円形フックを配置する。

A 2 橋 台 配 筋 図 ( そ の 4 )
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道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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注： ※印鉄筋は、上部工施工鉄筋を示す。
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鉛直鉄筋 D13

A 2 橋 台 配 筋 図 ( そ の 5 )

図 　 示

工 事 名
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縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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注： ※印鉄筋は、上部工施工鉄筋を示す。
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A 2 橋 台 配 筋 図 ( そ の 6 )
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会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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Ａ２橋台配筋図(その７) S=1:50

注： ※印鉄筋は、上部工施工鉄筋を示す。

A 2 橋 台 配 筋 図 ( そ の 7 )

1 : 5 0

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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鉄 筋 質 量 表

P  1 D22 3500 21 3.04 10.64 223

P  2 〃 3500 21 〃 10.64 223

P  3 D13 590 21 0.995 0.59 12

P  4 D16 5410 9 1.56 8.44 76

P  5 〃 4900 1 〃 7.64 8

P  6 〃 4900 9 〃 7.64 69

P  7 〃 4900 1 〃 7.64 8

619

P  1

o
D13 470 45 0.995 0.47 21

21

J  1 D16 570 16 1.56 0.89 14

J  2 〃 290 16 〃 0.45 7

21

E  1 D22 510 8 3.04 1.55 12

E  2 D16 2450 17 1.56 3.82 65

E  3 D13 4900 4 0.995 4.88 20

97

H  1 D16 1700 16 1.56 2.65 42

H  2 〃 1900 12 〃 2.96 36

78

A  1 D16 3000 21 1.56 4.68 98

A  2 〃 3000 21 〃 4.68 98

A  3 〃 3450 8 〃 5.38 43

A  4 D13 5340 10 0.995 5.31 53

A  5 〃 5340 10 〃 5.31 53

A  6 D16 3500 23 1.56 5.46 126

A  7 〃 6000 7 〃 9.36 66

537

A  1

o
D16 1540 21 1.56 2.40 50

A  2

o
D13 1510 20 0.995 1.50 30

80

F  1 D22 6600 21 3.04 20.06 421

F  2 D16 5680 21 1.56 8.86 186

F  3 D19 5820 6 2.25 13.10 79

F

 5 D16 4900 22 1.56 7.64 168F

 6 D13 4900 18 0.995 4.88 88F

 7 D16 1220 28 1.56 1.90 53F

 4 4900 6 66

1061

F  1

o
D13 960 25 0.995 0.96 24

24

W  1

L
D16 2740 11 1.56 4.27 47

(平均長)

W  2

L
〃 2940 5 〃 4.59 23

(平均長)

W  3

L
〃 3390 2 〃 5.29 11

W  4

L
〃 1500 1 〃 2.34 2

W  5

L
〃 2390 4 〃 3.73 15

W  6

L
〃 3020 3 〃 4.71 14

(平均長)

W  7

L
〃 3470 2 〃 5.41 11

(平均長)

W  8

L
〃 3580 6 〃 5.58 33

W  9

L
〃 2100 7 〃 3.28 23

W 10

L
〃 2740 11 〃 4.27 47

(平均長)

W 11

L
〃 2820 5 〃 4.40 22

(平均長)

W 12

L
〃 3260 2 〃 5.09 10

W 13

L
〃 1500 1 〃 2.34 2

W 14

L
〃 2260 4 〃 3.53 14

W 15

L
D13 4720 2 0.995 4.70 9

(平均長)

W 16

L
D13 3680 5 0.995 3.66 18

(平均長)

W 17

L
〃 1070 1 〃 1.06 1

W 18

L
〃 1190 4 〃 1.18 5

(平均長)

W 19

L
〃 4730 1 〃 4.71 5

W 20

L
〃 4720 2 〃 4.70 9

(平均長)

W 21

L
〃 3680 5 〃 3.66 18

(平均長)

W 22

L
〃 1070 2 〃 1.06 2

W 23

L
〃 1190 4 〃 1.18 5

(平均長)

W 24

L
〃 4730 2 〃 4.71 9

W 25

L
〃 4290 2 〃 4.27 9

W 26

L
〃 720 21 〃 0.72 15

W 27

L
〃 690 13 〃 0.69 9

W 28

L
〃 750 19 〃 0.75 14

W 29

L
〃 1640 10 〃 1.63 16

418

W  1

R
D16 3230 11 1.56 5.04 55

(平均長)

W  2

R
〃 3260 5 〃 5.09 25

(平均長)

W  3

R
〃 3590 6 〃 5.60 34

W  4

R
〃 3580 11 〃 5.58 61

W  5

R
〃 2100 7 〃 3.28 23

W  6

R
〃 3230 11 〃 5.04 55

(平均長)

W  7

R
〃 3140 5 〃 4.90 25

(平均長)

W  8

R
〃 3460 6 〃 5.40 32

W  9

R
D13 4720 4 0.995 4.70 19

(平均長)

W 10

R
〃 2960 8 〃 2.95 24

(平均長)

W 11

R
〃 5210 1 〃 5.18 5

W 12

R
〃 4720 4 〃 4.70 19

(平均長)

W 13

R
〃 2960 8 〃 2.95 24

(平均長)

W 14

R
〃 5210 2 〃 5.18 10

W 15

R
〃 4290 2 〃 4.27 9

W 16

R
〃 720 21 〃 0.72 15

W 17

R
〃 690 13 〃 0.69 9

W 18

R
〃 750 23 〃 0.75 17

W 19

R
〃 1640 15 〃 1.63 24

485

合　計 D22 879 kg

D19

D16 1797 kg

D13 620 kg

総質量 3441 kg

W 30

L
D13 2000 5 0.995 1.99 10

10

W 20

R
D13 3210 5 0.995 3.19 16

16

合　計 D13 26 kg

総質量 26 kg

Ａ２橋台配筋図(その８)

上 部 工 施 工 鉄 筋 質 量 表

記 号 径 長  さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質  量 摘  要

鉄筋径
箇　所　数

0＜L≦1m 1m＜L≦2m 2m＜L≦3m 3m＜L≦4m 4m＜L≦5m 5m＜L≦6m

D13

D16

D19

D22

D25

小　計

合　計

D29

D32

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

機械式鉄筋定着工法数量表

－

－

－

－

－

－－ －－

－

－

－

－

－

－－

－

－

111

－

－

2070

－

4170

21

－

－

－

注：※印鉄筋は機械式鉄筋定着工法を示す。

※

※

※

※

記 号 径 長  さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質  量 摘  要記 号 径 長  さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質  量 摘  要

145 kg

〃 〃 11.03

A 2 橋 台 配 筋 図 ( そ の 8 )

1 : 5 0

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）



S
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S
2 14-D22 X 5110

S
3 33-D16 X 3990

S
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S
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受台部詳細図
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鉄 筋 質 量 表

記 号 径 長  さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質  量 摘  要

S 1 D25 5110 27 3.98 20.34 549

S 2 D22 5110 14 3.04 15.53 217

S 3 D16 3990 33 1.56 6.22 205

S 4 〃 3990 17 〃 6.22 106

S 5 D13 580 180 0.995 0.58 104

S 6 D10 950 8 0.560 0.53 4

1185

合　計 D25 549 kg

D22 217 kg

D16 311 kg

D13 104 kg

D10 4 kg

総質量 1185 kg

踏掛版

t=350mm

アンカー鉄筋 D22

L=510 8本

踏掛版

t=350mm

ゴム支承 t=20

アンカー鉄筋 D22

L=510 8本

目地材

t=20mm

平 面 図

Ａ２橋台踏掛版配筋図 S=1:50

支承部詳細図 S=1:10

注入目地材

目地板 t=20

キャップ PLφ60x3.2 マスチック型瀝青質填充材

入りガスパイプ40A×210

スパイラル補強筋 D10

ゴム支承 t=20

砕 石

t=200

アンカー鉄筋D22は、本体配筋図で数量を計上する。※

アンカーバーD22

L=510 (n=8)

S 6 組立筋 D13

か ぶ り 詳 細 図 S=1:10

橋軸方向引張鉄筋 D25

橋軸直角方向配力鉄筋 D16

橋軸方向圧縮鉄筋 D22

橋軸直角方向配力鉄筋 D16

A 2 橋 台 踏 掛 版 配 筋 図

図 　 示

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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巨石
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巨石
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単管120

HP200

消火栓 掲示板

ホース格納箱

石碑

比志38

比志39

巨石
比志支10

鉄板

HP600

カーブミラー

VP200

比志37

HP200

VP200

HP200

HP300

HP200

VP80

Co

HP300

比志支左1/5

消火栓
ホース格納箱

浄化槽

井戸

HP300

Co

塩ビパイプ

比志支8

比志支40

Co

Co

道路 区分 　　 第 3 種第 5 級
設計速 度　 　 2 0 ㎞ / h

N O . 8

N
O
.
1

N O . 4

N O . 5

N O . 6

N O
. 9

B
P

B
C
1

S P
1

E C 1

B C 2

S P 2

E C 2

S P 3

E
C
3

E
P

B
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S P
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B C 2

S P 2

E C 2

S P 3

E
C
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E
P

B P

I P - 1

I P - 2

I P - 3

N O . 7

I A = 5 6 ° 3 2 ′  2 2 ″
R  = 3 0 . 0 0 0
T L = 1 6 . 1 3 3
C L = 2 9 . 6 0 4
S L = 4 . 0 6 3

I P - 1

I A = 2 9 ° 1 2 ′   0 ″
R  = 2 0 . 0 0 0
T L = 5 . 2 1 0
C L = 1 0 . 1 9 3
S L = 0 . 6 6 7

I P - 2

I A = 8 4 ° 1 7 ′  5 6 ″
R  = 2 0 . 0 0 0
T L = 1 8 . 1 0 3
C L = 2 9 . 4 2 6
S L = 6 . 9 7 6

I P - 3

N O . 3

N
O
.
0

N O . 2

： 　 河 川 区 域 ( 告 示 )

凡 　 例

： 　 河 川 敷 地 境 界

道路メンテナンス事業

橋梁長寿命化(比志北橋)測量設計業務委託

北杜市須玉町比志地内

平面図　縮尺1/500

B C 3

ガードパイプ基礎工 L=12.52m   L=10.00m

　　(表法n=1.0 裏コン無)

   L=13.18m

　　(表法n=1.0 裏コン無)

　　(表法n=1.0 裏コン無) 　　(表法n=1.0 裏コン無)

L=14.72mL=10.78m

   L=14.20m   L=10.75m

 N=1箇所 N=1箇所
 N=1箇所
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KBM.2

護 岸 復 旧 平 面 図

1 : 5 0 0

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）

ブロック積基礎工2型　L=12.58m

路側ブロック積工　N=0.5 裏コン15cm

ガードパイプ工 L=12.52m天端コンクリート

コンクリートブロック積護岸

天端コンクリート

コンクリートブロック積護岸

コンクリートブロック積護岸 コンクリートブロック積護岸

基礎-K1型
基礎-K1型

天端コンクリート
天端コンクリート

1型小口止工
1型小口止工

2型小口止工
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進 入 路 ②

進 入 路 ①

床 版 工 ①

床 版 工 ②

H=776.163m

H=776.741m

H=766.981m

H=770.068m

7 7 4 . 4 3

7 7 4 . 3 7

1 . 5 %



1：500

1
：

1
0
0

DL=750.00

760.00

770.00

曲 率 図

測 点

単 距 離

追 加 距 離

地 盤 高

河 床 高

左 岸 堤 防 高

右 岸 堤 防 高

計 画 河 床 高

計 画 高 水 位

計 画 堤 防 高

計 画 河 床 勾 配
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計画高水流量

計画流下能力

計画河床勾配

粗度係数

Q = 4 5 0 m 3 / s e c

Q = 4 5 5 . 2 m 3 / s e c

S = 1 / 6 0 ( 1 . 6 7 % )

n = 0 . 0 3 5

河 川 断 面 諸 元 ( 一 級 河 川 　 富 士 川 水 系 　 塩 川 )

計画対象降雨量 5 0 年 ( 塩 川 ダ ム は 1 0 0 年 で 算 出 )

河川法 2 4 条

河 川縦 断 図
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H=766.981m
KBM.1

H=770.068m
KBM.2

河床高(最深)

左岸堤防高

右岸堤防高

地盤高

* H = A 1 ( S = 1 : 5 0 0 )　A 3 ( S = 1 : 1 0 0 0 )
* V = A 1 ( S = 1 : 1 0 0 )　A 3 ( S = 1 : 2 0 0 )

* H = A 1 ( S = 1 : 5 0 0 )　A 3 ( S = 1 : 1 0 0 0 )
* V = A 1 ( S = 1 : 1 0 0 )　A 3 ( S = 1 : 2 0 0 )

計 画 河 床 高

計 画 高 水 位

F H = 7 7 1 . 3 8 0

河 川 縦 断 図

図 　 示

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業

▽764.327

8
0
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N O . 5 + 3 . 3 6



DL=760.000

FH=763.99
GH=763.59

NO.3

DL=760.000

FH=764.33
GH=763.78

NO.4

DL=760.000

FH=764.47
GH=764.00
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A1(S=1：100)　A3（S=1：200）

H W L

H W L

H W L
： 　 河 川 区 域 ( 告 示 )

凡 　 例

： 　 河 川 敷 地 境 界

1 :
1 .

0

1 :
1 .

0

1 : 1 . 0

河川横断図 ( その 2 ) * A 1 ( S = 1 : 1 0 0 )　A 3 ( S = 1 : 2 0 0 )

1 : 1 . 0

床 掘 り

作 業 土 工

岩塊玉石

基 面 整 正

埋 戻 し 最大埋戻幅1m以上4m未満

m 22 . 4 6

m 21 . 4 5

0 . 4 5 m  

掘 削

河 川 土 工

片切掘削

法 面 整 形 工

m 21 . 4 1

m  6 . 8 0礫質土

岩塊玉石

切土部

床 掘 り

作 業 土 工

岩塊玉石

基 面 整 正

埋 戻 し 最大埋戻幅1m以上4m未満

m 22 . 4 6

m 21 . 4 5

0 . 4 5 m  

掘 削

河 川 土 工

片切掘削

法 面 整 形 工

m 20 . 5 9

m  3 . 6 8礫質土

岩塊玉石

切土部

掘 削

河 川 土 工

オー プンカッ ト

盛 土

m 2-

m 2-4.0m以上

岩塊玉石

河床盛土

掘 削

河 川 土 工

オープン カット

盛 土

m 2-

m 2-4.0m以上

岩塊玉石

河床盛土

河 川 横 断 図 ( そ の 2 )

1 : 1 0 0

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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R . 8 ( 1 期 の 2 )  施 工

R . 8 ( 1 期 の 2 )  施 工

R . 8 ( 1 期 の 1 )  施 工



河 川標準 構造図

名 　 　 　 称

基 礎 - K 1 型 　 数 量 表 ( L = 1 0 m 当 り )

規 格  -  寸 法 単 位 数 　 　 量 摘 　 　 要

コ ン ク リ ー ト 1 8 - 8 - 4 0 B B m 3 1 . 7 1 3

型 枠 m 2 1 0 . 0 4

基礎 - K 1 型
S = 1 : 2 0

天端コンク リート
S = 1 : 2 0

名 　 　 　 称

天 端 コ ン ク リ ー ト 　 数 量 表 ( L = 1 0 m 当 り )

規 格  -  寸 法 単 位 数 　 　 量 摘 　 　 要

コ ン ク リ ー ト 1 8 - 8 - 2 5 B B m 3 0 . 4 2 4

型 枠 m 2 1 . 4 1

( 1 8 - 8 - 2 5 B B )1 :
1 .

0 0

1 :
1 .

0 0

( 1 8 - 8 - 4 0 B B )

1 .  護 岸 工 は 、 伸 縮 目 地 を 1 0 m / 箇 所 程 度 の 間 隔 で 設 置 す る 。

2 .  水 抜 き パ イ プ ( 管 径 φ 5 0 m m ) は 、 2 m 2 当 た り 1 本 程 度 の 割 合 で 平 水 位 よ り 上 面 に 設 置 す る 。

   こ の 場 合 の 平 水 位 は 、 計 画 高 水 位 ま で の 水 位 の 1 / 2 と す る 。

1 :
1 .

0 01 :
1 .

0 0

( 3 0 0 x 3 0 0 x 3 0 )

( 1 8 - 8 - 4 0 B B )

N = 2 m 2 / 箇 所

1 0 . 0 0 %

計 画 河 床 高

コンクリートブロック張護岸
S = 1 : 3 0

( 3 0 0 x 3 0 0 x 3 0 )

( 1 8 - 8 - 4 0 B B )

N = 2 m 2 / 箇 所

1 0 . 0 0 %

1 :
1 .

0 0

1 :
1 .

0 0

河 川 標 準 構 造 図

図 　 示

名 　 　 　 称

2 型 小 口 止 工 　 数 量 表 ( N = 1 箇 所 当 り )

規 格  -  寸 法 単 位 数 　 　 量 摘 　 　 要

コ ン ク リ ー ト 1 8 - 8 - 4 0 B B m 3 1 . 5 7 1

型 枠 m 2 7 . 6 6

目 地 材 m 2 1 0 . 4 8エ ラ ス タ イ ト  t = 1 0 m m 両 面

片 面

2 型小 口止工
S = 1 : 5 0

正 面 図 側 面 図

1 : 1 . 0 0

1 : 1 . 0 0

1 型小口止工
S = 1 : 5 0

正 面 図 側 面 図

1 : 1 . 0 0

1 : 1 . 0 0

名 　 　 　 称

1 型 小 口 止 工 　 数 量 表 ( N = 1 箇 所 当 り )

規 格  -  寸 法 単 位 数 　 　 量 摘 　 　 要

コ ン ク リ ー ト 1 8 - 8 - 4 0 B B m 3 1 . 3 2 6

型 枠 m 2 6 . 4 6

目 地 材 m 2 8 . 8 4エ ラ ス タ イ ト  t = 1 0 m m 両 面

片 面

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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7 6 5 . 0 0

D L = 7 6 0 . 0 0

7 7 0 . 0 0

右  岸

護岸 工展 開図 * A 1 ( S = 1 : 1 0 0 )　A 3 ( S = 1 : 2 0 0 )
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　 N = 1 箇 所 　 N = 1 箇 所 　 N = 1 箇 所
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S = 1 / 6 0 ▽ 計 画 河 床 高

A1(S=1：100)　A3（S=1：200）

▽ 既 設 護 岸 天 端 高
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・ 曲 線 挿 入 箇 所 お よ び 測 点 は 、 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 張 護 岸 と 計 画 河 床 高 の 交 差 位 置 で 表 示 。

　 K 1 - 基 礎 は R = 1 0 1 . 0 0 m 、 護 岸 天 端 は R = 9 6 . 6 4 m

・ 測 量 中 心 線 と の 離 れ

　　 N O . 4 + 1 0 . 7 7 3 ： L = 1 2 . 8 0 4 m

　　 N O . 5 +  0 . 2 5 6 ： L = 1 2 . 6 8 8 m

注 記

( 1 )  護 岸 工 は 、 新 設 橋 梁 設 置 お よ び 旧 橋 撤 去 に 伴 い 、 既 設 護 岸 の 取 り 壊 し を 行 う 範 囲 の み 復 旧 し て い る 。

    こ の た め 、 復 旧 す る 護 岸 工 の 上 下 流 端 は 、 既 設 護 岸 へ 摺 り 付 け る 。

( 2 )  左 岸 上 流 は 、 土 砂 堆 積 に よ り 既 設 護 岸 の 形 状 は 不 明 で あ る た め 、 護 岸 形 状 を 想 定 し て 計 画 し て い る 。

    既 設 護 岸 が 計 画 と 異 な る 場 合 は 、 計 画 を 既 設 護 岸 に 摺 り 付 け る 等 の 対 応 が 必 要 と な る 。

( 3 )  護 岸 工 展 開 図 の 測 点 表 記 は 、 右 岸 側 が 護 岸 天 端 位 置 、 左 岸 側 が コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 張 護 岸 と 計 画 河 床 高 の 交 差 位 置 で 表 記 。

3 0 0 x 3 0 0

R . 1 1 ( 4 期 施 工 )

R . 1 1 ( 4 期 施 工 )R . 8 ( 1 期 の 1 施 工 )

R . 8 ( 1 期 の 2 施 工 )

護 岸 工 展 開 図

1 : 1 0 0

工 事 名

図 面 名

作 成 年 月 日

縮 尺 図 面 番 号

会 社 名

事 業 者 名 北 杜 市 役 所

道 路 メ ン テ ナ ン ス 事 業
橋梁長寿命化(比志北橋)更新工事に伴う道路改良工事（7-2工区）（明許）
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既 設 H P 管 接 続
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